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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 動 端 末 装 置 の 移 動 に 伴 っ て 、 第 １ 基 地 局 装 置 の 通 信 可 能 エ リ ア で あ る 第 １ 通 信 エ リ ア  
と 第 ２ 基 地 局 装 置 の 通 信 可 能 エ リ ア で あ る 第 ２ 通 信 エ リ ア と が 重 複 す る 領 域 に お い て ハ ン  
ド オ ー バ を 行 う 移 動 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 第 １ 親 局 装 置 を 介 し て 前 記 第 １ 基 地 局 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 第 １ 信 号 処 理 装 置  
と 、
　 第 ２ 親 局 装 置 を 介 し て 前 記 第 ２ 基 地 局 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 第 ２ 信 号 処 理 装 置  
と 、
　 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 複 数 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ る 第 １ ア  
ン テ ナ 群 と 、
　 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 複 数 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ る 第 ２ ア  
ン テ ナ 群 と 、
　 を 備 え 、
前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の  
間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 第 １ 合 分 配 器 を 備 え 、
前 記 第 １ 合 分 配 器 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 接 続 し て  
前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 に  
向 け て 小 さ く し 、
前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の  

請求項の数　12　（全15頁）
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間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 第 ２ 合 分 配 器 を 備 え 、
前 記 第 ２ 合 分 配 器 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 接 続 し て  
前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 に  
向 け て 小 さ く し 、
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 側 の 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信  
エ リ ア と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 側 の 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成  
す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信  
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と  
の 間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 複 数 の 第 ３ 合 分 配 器 を 備 え 、
　 前 記 第 ３ 合 分 配 器 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を 順 次 ケ ー ブ ル 接 続 し て 前  
記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 に 向  
け て 小 さ く し 、
　 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と  
の 間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 複 数 の 第 ４ 合 分 配 器 を 備 え 、
　 前 記 第 ４ 合 分 配 器 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を 順 次 ケ ー ブ ル 接 続 し て 前  
記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 に 向  
け て 小 さ く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 少 な く と も 一 つ の ア ン テ ナ は 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構  
成 す る 所 定 の ２ つ の ア ン テ ナ の 間 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 少 な く と も 一 つ の ア ン テ ナ は 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構  
成 す る 所 定 の ２ つ の ア ン テ ナ の 間 に 配 置 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記  
載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部  
の ア ン テ ナ と が 共 用 さ れ 、 前 記 共 用 さ れ た ア ン テ ナ に よ り 前 記 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成  
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 共 用 し た ア ン テ ナ が 複 数 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 移 動 通 信 シ  
ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 及 び 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 は 、 各 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル の 長  
さ に 応 じ て 減 衰 さ れ た 無 線 信 号 を 放 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ  
に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ に 送 信 す る 無 線 信  
号 レ ベ ル を 減 衰 す る 減 衰 器 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ に 送 信 す る 無 線 信  
号 レ ベ ル を 減 衰 す る 減 衰 器 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載  
の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 親 局 装 置 と 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と の 間 、 及 び 前 記 第 ２ 親 局 装 置 と 前 記 第 ２ 信  
号 処 理 装 置 と の 間 は 、 光 フ ァ イ バ に よ っ て 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ 親 局 装 置 か ら 送 信 さ れ て き た 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変  
換 し 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 か ら 送 信 さ れ て き た 電 気 信 号 を 光 信 号 に 変 換 す る 第 １ 変 換 部 を  
備 え 、
　 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ 親 局 装 置 か ら 送 信 さ れ て き た 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変  
換 し 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 か ら 送 信 さ れ て き た 電 気 信 号 を 光 信 号 に 変 換 す る 第 ２ 変 換 部 を  
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備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 及 び 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 は 、 ト ン ネ ル 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 ハ ン ド オ  
ー バ エ リ ア は 前 記 ト ン ネ ル 内 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 つ  
に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 ト ン ネ ル の 一 方 端 側 か ら 前 記 ト ン ネ ル の  
内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 前 記 ト ン ネ ル の 他 方 端 側 か ら 前 記 ト ン ネ  
ル の 内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 ト ン ネ ル 内 の 所 定 の 場 所 で 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 ま た は 複 数 の ア ン テ  
ナ と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 ま た は 複 数 の ア ン テ ナ と に よ り 、 前 記 ハ ン ド オ ー  
バ エ リ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 ３ 親 局 装 置 を 介 し て 第 ３ 基 地 局 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 第 ３ 信 号 処 理 装 置 と 、
　 前 記 第 ３ 信 号 処 理 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 複 数 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ る 第 ３ ア  
ン テ ナ 群 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 ト ン ネ ル の 一 方 端 側 か ら 前 記 ト ン ネ ル の  
内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 前 記 ト ン ネ ル の 他 方 端 側 か ら 前 記 ト ン ネ  
ル の 内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ  
群 と の 間 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の  
間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 第 １ 合 分 配 器 を 備 え 、
前 記 第 １ 合 分 配 器 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 接 続 し て  
前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 に  
向 け て 小 さ く し 、
前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の  
間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 第 ２ 合 分 配 器 を 備 え 、
前 記 第 ２ 合 分 配 器 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 接 続 し て  
前 記 第 1 ア ン テ ナ 群 側 の ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 に  
向 け て 小 さ く し 、 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 側 の ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記  
第 ３ ア ン テ ナ 群 に 向 け て 小 さ く し 、
前 記 第 ３ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ３ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の  
間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 合 分 配 器 を 備 え 、
前 記 合 分 配 器 と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 接 続 し て 前 記  
第 ３ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル を 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 に 向 け  
て 小 さ く し 、
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 側 の 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信  
エ リ ア と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 側 の 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成  
す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 側 の 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信  
エ リ ア と 、 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 側 の 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成  
す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
～ ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ 基 地 局 装 置 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 お よ び 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 が 複 数 あ る 場 合  
に は 、
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　 隣 接 す る 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア 同 士 を 重 複 さ せ て ハ ン ド  
オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 構 成 す る 移 動 通 信 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 等 の 移 動 通 信 の 電 波 不 感 地 帯 対 策 を 行 う 方 法 に は 、 大 別 し て 、 既 存 の 基 地 局 の  
電 波 を 受 信 し 、 電 波 不 感 地 帯 内 に 延 長 放 射 す る 方 法 と 、 電 波 不 感 地 帯 専 用 の 基 地 局 を 設 け  
て 該 基 地 局 の 電 波 を 不 感 地 帯 内 に 延 長 放 射 す る 方 法 が あ る 。 な お 、 電 波 不 感 地 帯 と は 、 地  
理 的 な 要 因 に よ っ て 無 線 電 波 が 届 か な い 地 帯 、 ま た は 、 無 線 電 波 が 届 い て い る が 微 弱 な 地  
帯 を い う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 波 不 感 地 帯 が 、 例 え ば 、 長 大 ト ン ネ ル の 場 合 で あ っ て 、 携 帯 電 話 を 所 持 し た ユ ー ザ が  
移 動 す る と き に は 、 通 信 ま た は 通 話 を 途 切 れ さ せ な い た め に 、 移 動 に 伴 っ て 電 波 を 送 受 信  
す る 対 象 と な る 基 地 局 を 切 り 換 え る ハ ン ド オ ー バ 処 理 が 必 要 に な る 。 更 に 、 車 両 や 鉄 道 等  
の 高 速 移 動 体 で 移 動 す る 際 、 ハ ン ド オ ー バ が 実 施 さ れ ず 、 通 信 ま た は 通 話 の 瞬 断 が 発 生 す  
る と い う 問 題 が 発 生 す る こ と が あ る 。 ト ン ネ ル 内 で の ハ ン ド オ ー バ を 実 現 す る 技 術 と し て  
は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 装 置 の コ ス ト 増 加 を 抑 制 し つ つ 、 電 波 不 感 地 帯 に お け る ハ ン ド オ ー バ  
に 必 要 な 基 地 局 装 置 か ら の 電 波 の 重 複 エ リ ア を 構 築 し 、 ハ ン ド オ ー バ 処 理 に 必 要 な 時 間 が  
確 保 さ れ る よ う に す る こ と に よ り 、 ハ ン ド オ ー バ の 実 行 を 助 長 す る 移 動 通 信 シ ス テ ム が 記  
載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ７ ４ ４ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ハ ン ド オ ー バ 子 局 装 置 を 設 置 す る 場 合 は 、 ハ ン ド オ ー バ 子 局 装 置 と 親 局 装  
置 （ 特 許 文 献 １ の 拡 張 装 置 に 相 当 ） と を 個 別 に 直 接 ケ ー ブ ル で 結 線 す る 必 要 が あ り 、 シ ス  
テ ム 全 体 の 消 費 電 力 や コ ス ト が 高 く な っ て し ま う お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 シ ス テ ム 全 体 の 消 費 電 力 や コ ス ト を 低  
減 し て 電 波 不 感 地 帯 に お け る ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と が で き る 移 動 通 信 シ ス テ  
ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、  
移 動 端 末 装 置 の 移 動 に 伴 っ て 、 第 １ 基 地 局 装 置 の 通 信 可 能 エ リ ア で あ る 第 １ 通 信 エ リ ア と  
第 ２ 基 地 局 装 置 の 通 信 可 能 エ リ ア で あ る 第 ２ 通 信 エ リ ア と が 重 複 す る 領 域 に お い て ハ ン ド  
オ ー バ を 行 う 移 動 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、 第 １ 親 局 装 置 を 介 し て 前 記 第 １ 基 地 局 装 置 と の  
間 で 信 号 を 送 受 信 す る 第 １ 信 号 処 理 装 置 と 、 第 ２ 親 局 装 置 を 介 し て 前 記 第 ２ 基 地 局 装 置 と  
の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受  
信 す る 複 数 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ る 第 １ ア ン テ ナ 群 と 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と の 間 で  
信 号 を 送 受 信 す る 複 数 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ る 第 ２ ア ン テ ナ 群 と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ ア  
ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成  
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す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る  
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装  
置 は 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 に お け る 信 号 の 合  
分 配 を 行 う 第 １ 合 分 配 器 を 備 え 、 前 記 第 １ 合 分 配 器 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と  
の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 接 続 し 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と 前 記  
第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 第 ２ 合 分 配 器 を 備 え 、 前  
記 第 ２ 合 分 配 器 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 接 続 し た こ  
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装  
置 は 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 に お け る 信 号 の 合  
分 配 を 行 う 複 数 の 第 ３ 合 分 配 器 を 備 え 、 前 記 第 ３ 合 分 配 器 と 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン  
テ ナ と の 間 を 順 次 ケ ー ブ ル 接 続 し 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と 前  
記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 複 数 の 第 ４ 合 分 配 器 を  
備 え 、 前 記 第 ４ 合 分 配 器 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 を 順 次 ケ ー ブ ル 接 続 し  
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群  
を 構 成 す る 少 な く と も 一 つ の ア ン テ ナ は 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 所 定 の ２ つ の ア  
ン テ ナ の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 少 な く と も 一 つ の ア ン テ ナ は 、 前  
記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 所 定 の ２ つ の ア ン テ ナ の 間 に 配 置 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群  
を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ と が 共 用 さ  
れ 、 前 記 共 用 さ れ た ア ン テ ナ に よ り 前 記 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 共 用 し た ア ン テ  
ナ が 複 数 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群  
及 び 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 は 、 各 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル の 長 さ に 応 じ て 減 衰 さ れ た  
無 線 信 号 を 放 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装  
置 は 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ に 送 信 す る 無 線 信 号 レ ベ ル を 減 衰 す る 減  
衰 器 を 備 え 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ に 送 信  
す る 無 線 信 号 レ ベ ル を 減 衰 す る 減 衰 器 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ 親 局 装 置 と  
前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 と の 間 、 及 び 前 記 第 ２ 親 局 装 置 と 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 と の 間 は 、  
光 フ ァ イ バ に よ っ て 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ 親 局 装 置 か ら 送 信 さ れ  
て き た 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 か ら 送 信 さ れ て き た 電 気 信 号 を 光  
信 号 に 変 換 す る 第 １ 変 換 部 を 備 え 、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ 親 局 装 置 か ら 送 信  
さ れ て き た 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 か ら 送 信 さ れ て き た 電 気 信 号  
を 光 信 号 に 変 換 す る 第 ２ 変 換 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群  
及 び 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 は 、 ト ン ネ ル 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア は 前 記 ト ン  
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ネ ル 内 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群  
を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 ト ン ネ ル の 一 方 端 側 か ら 前 記 ト ン ネ ル の 内 部 に 向 か っ て 配 置 さ  
れ 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 前 記 ト ン ネ ル の 他 方 端 側 か ら 前 記 ト ン  
ネ ル の 内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ 、 前 記 ト ン ネ ル 内 の 所 定 の 場 所 で 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 を  
構 成 す る 一 ま た は 複 数 の ア ン テ ナ と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 ま た は 複 数 の ア ン  
テ ナ と に よ り 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 第 ３ 親 局 装 置 を 介 し  
て 第 ３ 基 地 局 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 第 ３ 信 号 処 理 装 置 と 、 前 記 第 ３ 信 号 処 理 装 置  
と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 複 数 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ る 第 ３ ア ン テ ナ 群 と 、 を 備 え 、 前  
記 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 ト ン ネ ル の 一 方 端 側 か ら 前 記 ト ン ネ ル の 内 部  
に 向 か っ て 配 置 さ れ 、 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ は 、 前 記 ト ン ネ ル の 他 方  
端 側 か ら 前 記 ト ン ネ ル の 内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン  
テ ナ は 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ 群 と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ  
群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一  
部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 し 、 前 記 第  
２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 前 記 一 部 の ア ン テ ナ と は 異 な る ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と  
、 前 記 第 ３ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ  
ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 ２ 基 地 局 装 置  
、 前 記 第 ２ 信 号 処 理 装 置 お よ び 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 群 が 複 数 あ る 場 合 に は 、 隣 接 す る 前 記 第  
２ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア 同 士 を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形  
成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ス テ ム 全 体 の 消 費 電 力 や コ ス ト を 低 減 し て 電 波 不 感 地 帯 に お け る ハ  
ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る 移 動 通 信 シ ス テ ム の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 １ 親 局 装 置 と 第 １ 信 号 処 理 装 置 と の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 変 形 例 １ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 変 形 例 ２ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 変 形 例 ３ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 変 形 例 ４ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 変 形 例 ５ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
＜ 装 置 構 成 ＞
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る 移 動 通 信 シ ス テ ム １ の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る  
。 本 移 動 通 信 シ ス テ ム １ は 、 ト ン ネ ル Ｔ 内 が 電 波 不 感 地 帯 Ｅ Ｎ で あ り 、 こ の 電 波 不 感 地 帯  
Ｅ Ｎ の 一 端 入 口 Ｔ Ａ 側 と 、 他 端 入 口 Ｔ Ｂ 側 と が 異 な る 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ ， Ｅ Ｂ で あ る こ と を  
前 提 と し て い る 。 電 波 不 感 地 帯 Ｅ Ｎ に お い て は 、 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ を 拡 大 し た 第 １ 通 信 エ リ  
ア Ｅ Ａ Ａ 、 及 び 、 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ を 拡 大 し た 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ を 形 成 す る と と も に 、  
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第 １ 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ と 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ と が 重 複 し た ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ を  
形 成 し て い る 。 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ で は 、 ト ン ネ ル Ｔ 内 を 通 過 す る 移 動 体 Ｄ 内 の 移  
動 端 末 装 置 Ｄ １ に 対 す る 通 信 エ リ ア の 接 続 切 替 が 行 わ れ る 。 な お 、 ト ン ネ ル Ｔ 外 で は 、 第  
１ 基 地 局 装 置 Ａ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ と 第 ２ 基 地 局 装 置 Ｂ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ  
と が 重 複 す る ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ が 形 成 さ れ 、 ト ン ネ ル Ｔ 外 の 移 動 端 末 装 置 が ハ ン ド  
オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ を 通 過 す る 際 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ で こ の 移 動 端 末 装 置 に 対 す る 通  
信 エ リ ア の 接 続 切 替 が 行 わ れ て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ  
Ｈ ０ は 、 ト ン ネ ル Ｔ の 中 心 付 近 に 形 成 さ れ る も の と し て 説 明 す る が 、 中 心 付 近 に 限 ら れ ず  
、 ト ン ネ ル Ｔ の 一 端 入 口 Ｔ Ａ 寄 り に 形 成 さ れ て も よ い し 、 ト ン ネ ル Ｔ の 他 端 入 口 Ｔ Ｂ 寄 り  
に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 基 地 局 装 置 Ａ は 、 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ を 介 し て 第 １ 信 号 処 理 装 置  
１ ０ 内 の 子 局 装 置 Ａ ２ に 接 続 さ れ る 。 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ は 、 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ を 介 し  
て 第 １ 基 地 局 装 置 Ａ と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 。 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ は 、 ト ン ネ ル Ｔ 内  
に 配 置 さ れ る 第 １ ア ン テ ナ 群 で あ る 複 数 の ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ と 、 そ れ ぞ れ ケ ー ブ  
ル Ｌ １ １ ， Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ３ を 介 し て 接 続 さ れ 、 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ か ら 送 信 さ れ て き た 信 号  
を 各 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ に 送 信 し 、 各 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ で 受 信 し た 信 号 を  
第 １ 親 局 装 置 Ａ １ に 送 信 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ ア ン テ ナ 群 は 、 ３ つ の ア ン  
テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ で 構 成 さ れ る も の と し て 説 明 す る が 、 ２ つ 以 上 で あ れ ば 何 個 で 構 成  
さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 ２ 基 地 局 装 置 Ｂ は 、 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ を 介 し て 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ 内 の 子 局  
装 置 Ｂ ２ に 接 続 さ れ る 。 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ は 、 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ を 介 し て 第 ２ 基 地 局  
装 置 Ｂ と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 。 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ は 、 ト ン ネ ル Ｔ 内 に 配 置 さ れ る  
第 ２ ア ン テ ナ 群 で あ る 複 数 の ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ と 、 そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル Ｌ ２ １ ， Ｌ  
２ ２ ， Ｌ ２ ３ を 介 し て 接 続 さ れ 、 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ か ら 送 信 さ れ て き た 信 号 を 各 ア ン テ ナ  
４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ に 送 信 し 、 各 ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ で 受 信 し た 信 号 を 第 ２ 親 局 装 置  
Ｂ １ に 送 信 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ ア ン テ ナ 群 は 、 ３ つ の ア ン テ ナ ４ １ ， ４  
２ ， ４ ３ で 構 成 さ れ る も の と し て 説 明 す る が 、 ２ つ 以 上 で あ れ ば 何 個 で 構 成 さ れ て も よ い  
。 ま た 、 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る ア ン テ ナ の 数 と 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る ア ン テ ナ の  
数 は 、 同 数 で あ る と し て 説 明 す る が 、 異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ は 、 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ 内 の 子 局 装 置 Ａ ２ と 第 １ ア ン テ ナ 群 の  
各 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ と の 間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 第 １ 合 分 配 器 １ １ を 備 え  
、 第 １ 合 分 配 器 １ １ と 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ  
ー ブ ル Ｌ １ １ ， Ｌ １ ２ 、 Ｌ １ ３ で 接 続 す る 。 ま た 、 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ は 、 第 ２ 信 号 処  
理 装 置 ２ ０ 内 の 子 局 装 置 Ｂ ２ と 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ 、 と の 間 に  
お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 第 ２ 合 分 配 器 ２ １ を 備 え 、 第 ２ 合 分 配 器 ２ １ と 第 ２ ア ン テ ナ 群  
の 各 ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ と の 間 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル Ｌ ２ １ ， Ｌ ２ ２ ， Ｌ ２ ３ で 接 続  
す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ は 、 一 端 入 口 Ｔ Ａ 側 か ら ト ン ネ ル Ｔ 内 に 向 か っ て （ Ｘ 方 向 ）  
順 次 、 配 置 さ れ る 。 ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ は 、 他 端 入 口 Ｔ Ｂ 側 か ら ト ン ネ ル Ｔ 内 に 向  
か っ て （ － Ｘ 方 向 ） 順 次 、 配 置 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ 合 分 配 器 １ １ を 有 す る 第 １ 信 号 処 理  
装 置 １ ０ は 、 一 端 入 口 Ｔ Ａ 側 に 設 け ら れ る 。 第 ２ 合 分 配 器 ２ １ を 有 す る 第 ２ 信 号 処 理 装 置  
２ ０ は 、 他 端 入 口 Ｔ Ｂ 側 に 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 ケ ー ブ ル Ｌ １ １ ， Ｌ １ ２ 、 Ｌ １ ３ の  
順 に ケ ー ブ ル 長 は 長 く な る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル Ｌ ２ １ ， Ｌ ２ ２ ， Ｌ ２ ３ の 順 に ケ ー ブ ル 長 は  
長 く な る 。 し た が っ て 、 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ の 順 に 、 各 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３  
か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル は 小 さ く な り 、 各 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ が 移 動 端 末 装  
置 Ｄ １ と 通 信 可 能 に な る 通 信 エ リ ア Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ２ ， Ｅ ３ ３ は 順 次 、 狭 く な る 。 ま た 、 ア  
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ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ の 順 に 、 各 ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ  
ベ ル は 小 さ く な り 、 各 ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ が 移 動 端 末 装 置 Ｄ １ と 通 信 可 能 に な る 通  
信 エ リ ア Ｅ ４ １ ， Ｅ ４ ２ ， Ｅ ４ ３ は 順 次 、 狭 く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 す な わ ち 、 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 Ｓ Ａ の 受 信 電 界 強 度 Ｒ Ｅ  
Ａ は 、 一 端 入 口 Ｔ Ａ か ら ト ン ネ ル Ｔ 内 の 中 央 部 に 向 け て 小 さ く な る 。 ま た 、 同 様 に 、 ア ン  
テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 Ｓ Ｂ の 受 信 電 界 強 度 Ｒ Ｅ Ｂ は 、 他 端 入 口 Ｔ  
Ｂ か ら ト ン ネ ル Ｔ 内 の 中 央 部 に 向 け て 小 さ く な る 。 な お 、 第 １ 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ で は 、 無  
線 信 号 Ｓ Ａ を 連 続 し て 送 受 信 で き る よ う に ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ が 所 定 の 間 隔 で 配 置  
さ れ る 。 な お 、 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ は 、 等 間 隔 で 配 置 さ れ る も の と し て 説 明 す る が  
、 異 な る 間 隔 で 配 置 さ れ て も よ い 。 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ で も 同 様 に 、 無 線 信 号 Ｓ Ｂ を 連  
続 し て 送 受 信 で き る よ う に ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ が 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ る 。 な お 、  
ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ は 、 等 間 隔 で 配 置 さ れ る も の と し て 説 明 す る が 、 異 な る 間 隔 で  
配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 中 央 部 の ア ン テ ナ ３ ３ と ア ン テ ナ ４ ３ と は 、 ア ン テ ナ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ が 形 成  
す る 第 １ 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ と ア ン テ ナ ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ が 形 成 す る 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ  
と が 重 複 す る ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ が 形 成 さ れ る よ う に 、 近 接 に 配 置 さ れ る 。 こ の ハ  
ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ で は 、 移 動 端 末 装 置 Ｄ １ が Ｘ 方 向 に 移 動 す る 場 合 、 現 在 接 続 さ れ  
て い る 第 １ 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ の 受 信 電 界 強 度 Ｒ Ｅ Ａ が 徐 々 に 小 さ く な り 、 第 ２ 通 信 エ リ ア  
Ｅ Ｂ Ｂ の 受 信 電 界 強 度 Ｒ Ｅ Ｂ が 徐 々 に 大 き く な る 。 ま た 、 移 動 端 末 装 置 Ｄ １ が － Ｘ 方 向 に  
移 動 す る 場 合 、 現 在 接 続 さ れ て い る 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ の 受 信 電 界 強 度 Ｒ Ｅ Ｂ が 徐 々 に  
小 さ く な り 、 第 １ 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ の 受 信 電 界 強 度 Ｒ Ｅ Ａ が 徐 々 に 大 き く な る 。 移 動 端 末  
装 置 Ｄ １ は 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ に お い て 、 ハ ン ド オ ー バ 条 件 に 基 づ い て 、 現 在 接  
続 さ れ て い る エ リ ア か ら 他 の エ リ ア へ ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。 ハ ン ド オ ー バ 条 件 と は 、 例 え  
ば 、 現 在 接 続 さ れ て い る 通 信 エ リ ア の 受 信 電 界 強 度 が 所 定 時 間 以 上 、 所 定 の レ ベ ル 以 下 に  
な る こ と を い う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 無 線 信 号 Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ の 信 号 レ ベ ル は 、 ケ ー ブ ル Ｌ １ １ ～ Ｌ １ ３ 、 Ｌ ２ １ ～ Ｌ ２ ３  
の ケ ー ブ ル 長 に よ る 伝 送 損 失 に よ る も の で あ っ た が 、 逆 に ケ ー ブ ル 長 の 伝 送 損 失 を 利 用 し  
て 各 ア ン テ ナ ３ １ ～ ３ ３ 、 ４ １ ～ ４ ３ の 無 線 信 号 レ ベ ル を 変 化 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 第 １ 親 局 装 置 及 び 第 １ 信 号 処 理 装 置 の 構 成 ＞
　 図 ２ は 、 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ と 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ と の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。  
な お 、 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ 及 び 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ 及 び 第  
１ 信 号 処 理 装 置 １ ０ と 同 じ 構 成 で あ る の で 、 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ 及 び 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０  
の み に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 基 地 局 装 置 Ａ と 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ と は 電 気 信 号 を 伝 送 す る ケ ー  
ブ ル Ｌ Ａ を 介 し て 接 続 さ れ る 。 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ と 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ と の 間 は 光 フ ァ  
イ バ Ｌ Ａ １ に よ っ て 接 続 さ れ る 。 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ の 子 局 装 置 Ａ ２ は 、 第 １ 親 局 装 置  
Ａ １ か ら 送 信 さ れ て き た 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 す る Ｏ ／ Ｅ 変 換 部 ６ １ と 、 第 １ ア ン テ ナ  
群 で あ る ア ン テ ナ ３ １ ～ ３ ３ か ら 送 信 さ れ て き た 電 気 信 号 を 光 信 号 に 変 換 す る Ｅ ／ Ｏ 変 換  
部 ６ ２ と を 有 す る 第 １ 変 換 部 ６ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 第 １ 親 局 装 置 Ａ １ は 、 第 １ 基 地 局 装 置 Ａ か ら 送 信 さ れ て き た 電 気 信 号 を 光 信 号 に  
変 換 す る Ｅ ／ Ｏ 変 換 部 ５ １ と 、 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ か ら 送 信 さ れ て き た 光 信 号 を 電 気 信  
号 に 変 換 す る Ｏ ／ Ｅ 変 換 部 ５ ２ と を 有 す る 親 局 第 １ 変 換 部 ５ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 子 局 装 置 Ａ ２ は 、 Ｏ ／ Ｅ 変 換 部 ６ １ で 変 換 さ れ た 電 気 信 号 を 増 幅 器 ６ ３ で 増 幅 し  
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て 第 １ 合 分 配 器 １ １ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 移 動 通 信 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 子 局 装 置 Ａ ２ ， Ｂ ２ か ら 、 そ れ ぞ れ 各 ア ン テ ナ ３ １ ～ ３  
３ ， ４ １ ～ ４ ３ に 至 る ま で に 配 置 さ れ る 電 子 デ バ イ ス は 、 電 力 の 供 給 を 受 け な い 受 動 デ バ  
イ ス で あ る た め 、 消 費 電 力 を 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 構 成 が 簡 易 な も の と な る 。 ま  
た 、 移 動 通 信 シ ス テ ム １ は 、 通 信 エ リ ア を 拡 張 す る 場 合 、 ア ン テ ナ を 配 置 し 、 こ の 配 置 し  
た ア ン テ ナ と 第 １ 合 分 配 器 １ １ ま た は 第 ２ 合 分 配 器 ２ １ を ケ ー ブ ル で 接 続 す る の み で あ る  
た め 、 ハ ン ド オ ー バ 子 局 装 置 を 設 置 す る 場 合 に 比 べ て 、 追 加 構 成 が 容 易 で あ り 、 安 価 な コ  
ス ト で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 移 動 通 信 シ ス テ ム １ は 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ を 形 成 す る た め の 構 成 も ア ン  
テ ナ ３ ３ ， ４ ３ 及 び ケ ー ブ ル Ｌ １ ３ ， Ｌ ２ ３ の み で 済 む た め 、 シ ス テ ム 構 成 が 簡 易 で あ り  
、 シ ス テ ム 構 築 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ 変 形 例 １ ＞
　 図 ３ は 、 変 形 例 １ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ２ の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ３ に 示  
す よ う に 、 本 変 形 例 １ で は 、 第 １ 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ に 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア  
ン テ ナ で あ る ア ン テ ナ ４ ４ を 追 加 す る と と も に 、 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ に 第 １ ア ン テ ナ 群  
を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ で あ る ア ン テ ナ ３ ４ を 追 加 し た 構 成 で あ る 。 ア ン テ ナ ３ ３ ， ４  
４ を 近 接 配 置 す る と と も に 、 ア ン テ ナ ３ ４ ， ４ ３ を 近 接 配 置 し 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ  
０ を ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ １ に 拡 大 し て い る 。 な お 、 ア ン テ ナ ３ ４ は 、 ケ ー ブ ル Ｌ １ ４  
を 介 し て 第 １ 合 分 配 器 １ １ に 接 続 さ れ 、 ア ン テ ナ ４ ４ は 、 ケ ー ブ ル Ｌ ２ ４ を 介 し て 第 ２ 合  
分 配 器 ２ １ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 ア ン テ ナ ３ ４ の 無 線 信 号 レ ベ ル は 、 ケ ー ブ ル 長 が 長 く な  
る た め ア ン テ ナ ３ ３ の 無 線 信 号 レ ベ ル に 比 し て 小 さ く な る 。 さ ら に 、 ア ン テ ナ ４ ４ の 無 線  
信 号 レ ベ ル は 、 ケ ー ブ ル 長 が 長 く な る た め ア ン テ ナ ４ ３ の 無 線 信 号 レ ベ ル に 比 し て 小 さ く  
な る 。 変 形 例 １ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ２ は 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ １ が 広 く な っ て い  
る た め 、 と く に 高 速 移 動 す る 車 両 内 の 移 動 端 末 装 置 Ｄ １ に 対 し て 、 通 信 ま た は 通 話 を 途 切  
れ さ せ る こ と な く ハ ン ド オ ー バ 処 理 を 実 行 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 変 形 例 １ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ２ で は 、 ア ン テ ナ 及 び ケ ー ブ ル の 追 加 の み で  
ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 拡 大 す る こ と が で き 、 ハ ン ド オ ー バ 子 局 装 置 を 設 置 す る 場 合 に 比 べ  
て 、 追 加 構 成 が 容 易 で あ り 、 安 価 な コ ス ト で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
＜ 変 形 例 ２ ＞
　 図 ４ は 、 変 形 例 ２ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ３ の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 変 形 例 １  
で は 、 第 ２ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ ４ ４ を 第 １ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ ３ ２ と ア ン テ ナ ３ ３ と  
の 間 に 配 置 し 、 第 １ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ ３ ４ を 第 ２ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ ４ ２ と ア ン テ  
ナ ４ ３ と の 間 に 配 置 し た が 、 変 形 例 ２ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ３ で は 、 図 ４ に 示 す よ う に  
、 共 用 合 分 配 器 及 び 共 用 の ア ン テ ナ に よ り ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ２ に お け る 第 １ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ ３ ３ と 第 ２ ア ン テ ナ 群 の  
ア ン テ ナ ４ ４ と を １ つ の 共 用 の ア ン テ ナ ３ ３ ´ と し 、 共 用 の ア ン テ ナ ３ ３ ´ に 接 続 さ れ る  
共 用 合 分 配 器 ７ １ に 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ 側 の ケ ー ブ ル Ｌ １ ３ と 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ 側  
の ケ ー ブ ル Ｌ ２ ４ と を 接 続 し て い る 。 同 様 に 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ２ に お け る 第 １ ア  
ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ ３ ４ と 第 ２ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ ４ ３ と を １ つ の 共 用 の ア ン テ ナ ４ ３  
´ と し 、 共 用 の ア ン テ ナ ４ ３ ´ に 接 続 さ れ る 共 用 合 分 配 器 ７ ２ に 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ 側  
の ケ ー ブ ル Ｌ １ ４ と 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ 側 の ケ ー ブ ル Ｌ ２ ３ と を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 変 形 例 ２ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ３ で は 、 共 用 合 分 配 器 ７ １ ， ７ ２ を 用 い て ア ン テ ナ 数  
を 少 な く す る こ と が で き 、 安 価 な コ ス ト で ハ ン ド オ ー バ エ リ ア の 拡 大 を 実 現 す る こ と が で  
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き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
＜ 変 形 例 ３ ＞
　 図 ５ は 、 変 形 例 ３ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ４ の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ に 示  
し た 実 施 の 形 態 で は 、 ケ ー ブ ル 長 の 伝 送 損 失 を 用 い て 各 ア ン テ ナ が 放 射 す る 無 線 信 号 レ ベ  
ル を 変 化 さ せ て い た が 、 変 形 例 ３ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ４ で は 、 減 衰 器 を 用 い て さ ら に  
無 線 信 号 レ ベ ル を 変 化 す る 構 成 で あ る 。 変 形 例 ３ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ４ は 、 ケ ー ブ ル  
の 長 さ を 意 識 す る こ と な く 無 線 信 号 レ ベ ル を 所 望 の レ ベ ル に 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル は 、 第 １ 信 号  
処 理 装 置 １ ０ ´ と 各 ア ン テ ナ ３ ２ ， ３ ３ と の 間 を そ れ ぞ れ 接 続 す る ケ ー ブ ル Ｌ １ ２ ， Ｌ １  
３ に 介 挿 さ れ る 減 衰 器 ８ １ ， ８ ２ に よ っ て 調 整 さ れ る 。 な お 、 減 衰 器 ８ １ と 減 衰 器 ８ ２ と  
は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 減 衰 量 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ か ら 放  
射 さ れ る 無 線 信 号 レ ベ ル は 、 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ ´ と 各 ア ン テ ナ ４ ３ ， ４ ２ と の 間 を そ  
れ ぞ れ 接 続 す る ケ ー ブ ル Ｌ ２ ３ ， Ｌ ２ ２ に 介 挿 さ れ る 減 衰 器 ８ ３ ， ８ ４ に よ っ て 調 整 さ れ  
る 。 な お 、 減 衰 器 ８ ３ と 減 衰 器 ８ ４ と は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 減 衰 量 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
＜ 変 形 例 ４ ＞
　 図 ６ は 、 変 形 例 ４ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ５ の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 変 形 例 ４  
に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ５ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ ´ ´ は 、 第 １ ア  
ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 複 数 の 第 ３ 合 分 配 器 １ １ ａ ， １  
１ ｂ を 備 え 、 第 １ 合 分 配 器 １ １ 及 び 第 ３ 合 分 配 器 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 第 １ ア ン テ ナ 群 の 各 ア  
ン テ ナ ３ １ ～ ３ ３ と の 間 を ケ ー ブ ル に よ り 接 続 し て い る 。 ま た 、 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ ´  
´ は 、 第 ２ ア ン テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ と の 間 に お け る 信 号 の 合 分 配 を 行 う 複 数 の 第 ４ 合 分 配  
器 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ を 備 え 、 第 ２ 合 分 配 器 ２ １ 及 び 第 ４ 合 分 配 器 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ と 第 ２ ア ン  
テ ナ 群 の 各 ア ン テ ナ ４ １ ～ ４ ３ と の 間 を ケ ー ブ ル に よ り 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 本 変 形 例 ４ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ５ は 、 共 用 合 分 配 器 ７ １ ， ７ ２ を 用 い た 変 形  
例 ２ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ３ を さ ら に 変 形 し た も の で あ り 、 変 形 例 ２ に よ る 移 動 通 信 シ  
ス テ ム ３ と 同 様 に ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ２ が 拡 大 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 変 形 例 ４ で は 、 第 １ 信 号 処 理 装 置 １ ０ ´ ´ と 各 ア ン テ ナ ３ １ ～ ３ ４ と の 間 を 接 続 す る  
ケ ー ブ ル 総 長 及 び 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ ´ ´ と 各 ア ン テ ナ ４ １ ～ ４ ４ と の 間 を 接 続 す る ケ  
ー ブ ル 総 長 を 短 く で き る と と も に 、 ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ２ を さ ら に 拡 大 す る 場 合 、 新  
た な 第 ３ 合 分 配 器 及 び 第 ４ 合 分 配 器 と 、 共 用 合 分 配 器 と 、 第 ３ 合 分 配 器 及 び 第 ４ 合 分 配 器  
と 共 用 合 分 配 器 と の 間 の 接 続 す る 短 い ケ ー ブ ル を 配 置 す る の み で よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
＜ 変 形 例 ５ ＞
　 図 ７ は 、 変 形 例 ５ に よ る 移 動 通 信 シ ス テ ム ６ の 概 要 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 本 変 形 例  
５ は 、 ト ン ネ ル Ｔ の 長 さ が 長 大 な た め 、 ト ン ネ ル Ｔ 内 の 電 波 不 感 地 帯 を ２ つ の 第 １ 信 号 処  
理 装 置 １ ０ 及 び 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ で は カ バ ー で き な い 場 合 を 想 定 し 、 さ ら に 第 ３ 信 号  
処 理 装 置 ３ ０ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 移 動 通 信 シ ス テ ム ６ は 、 図 １ に 示 し た 移 動 通 信 シ ス テ ム １ に 対 し て  
、 第 ３ 親 局 装 置 Ｃ １ を 介 し て 第 ３ 基 地 局 装 置 Ｃ と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 第 ３ 信 号 処 理 装  
置 ３ ０ と 、 第 ３ 信 号 処 理 装 置 ３ ０ と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る 複 数 の ア ン テ ナ １ ０ １ ～ １ ０  
３ か ら 構 成 さ れ る 第 ３ ア ン テ ナ 群 と を さ ら に 備 え る 。 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ  
ナ ３ １ ～ ３ ３ は 、 ト ン ネ ル Ｔ の 一 端 入 口 Ｔ Ａ 側 か ら ト ン ネ ル Ｔ の 内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ  
る 。 第 ３ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 各 ア ン テ ナ １ ０ １ ～ １ ０ ３ は 、 ト ン ネ ル Ｔ の 他 端 入 口 Ｔ Ｂ  
側 か ら ト ン ネ ル Ｔ の 内 部 に 向 か っ て 配 置 さ れ る 。 通 信 エ リ ア Ｅ １ ０ １ は 、 ア ン テ ナ １ ０ １  
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に よ る 通 信 エ リ ア で あ る 。 通 信 エ リ ア Ｅ １ ０ ２ は 、 ア ン テ ナ １ ０ ２ に よ る 通 信 エ リ ア で あ  
る 。 通 信 エ リ ア Ｅ １ ０ ３ は 、 ア ン テ ナ １ ０ ３ に よ る 通 信 エ リ ア で あ る 。 第 ２ ア ン テ ナ 群 を  
構 成 す る 各 ア ン テ ナ ４ １ ～ ４ ３ ， ４ ５ ， ４ ６ は 、 第 １ ア ン テ ナ 群 と 第 ３ ア ン テ ナ 群 と の 間  
に 配 置 さ れ 、 第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ ３ ３ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と 、 第  
２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ ４ ３ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド  
オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ １ を 形 成 し 、 第 ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ ４ ３ と は 異 な  
る ア ン テ ナ ４ ６ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と 、 第 ３ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ １ ０  
３ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ ２ を 形 成 す る 。 な お 、  
図 １ に 示 し た 移 動 通 信 シ ス テ ム １ の 第 ２ ア ン テ ナ 群 は 、 ア ン テ ナ ４ １ ～ ４ ３ の み を 設 置 し  
て い た が 、 本 変 形 例 ５ の 第 ２ ア ン テ ナ 群 は 、 他 端 入 口 Ｔ Ｂ 側 に 向 か っ て 、 さ ら に ア ン テ ナ  
４ ５ ， ４ ６ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ３ 基 地 局 装 置 Ｃ 、 ケ ー ブ ル Ｌ Ｃ 、 第 ３ 親 局 装 置 Ｃ １ 、 光 フ ァ イ バ Ｌ Ｃ １ 、 第 ３ 信 号 処  
理 装 置 ３ ０ 、 第 ３ 信 号 処 理 装 置 ３ ０ 内 の 子 局 装 置 Ｃ ２ 及 び 第 ３ 合 分 配 器 ９ １ 、 ケ ー ブ ル Ｌ  
９ １ ～ Ｌ ９ ３ 、 ア ン テ ナ １ ０ １ ～ １ ０ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 図 １ に 示 し た 移 動 通 信 シ ス テ ム １  
の 第 ２ 基 地 局 装 置 Ｂ 、 ケ ー ブ ル Ｌ Ｂ 、 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ 、 光 フ ァ イ バ Ｌ Ｂ １ 、 第 ２ 信 号 処  
理 装 置 ２ ０ 、 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ 内 の 子 局 装 置 Ｂ ２ 及 び 第 ２ 合 分 配 器 ２ １ 、 ケ ー ブ ル Ｌ  
２ １ ～ Ｌ ２ ３ 、 ア ン テ ナ ４ １ ～ ４ ３ に 対 応 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 す な わ ち 、 本 変 形 例 ５ の 移 動 通 信 シ ス テ ム ６ は 、 ト ン ネ ル Ｔ が 長 大 な 場 合 、 ト ン ネ ル Ｔ  
内 に お け る 第 １ 基 地 局 装 置 Ａ の 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ 及 び 第 ３ 基 地 局 装 置 Ｃ の 通 信 エ リ ア Ｅ Ｃ  
Ｃ の 拡 張 に は 限 界 が あ り 、 第 １ 通 信 エ リ ア Ｅ Ａ Ａ と 第 ３ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｃ Ｃ 間 の 電 波 不 感 地  
帯 に 第 ２ 基 地 局 装 置 Ｂ の 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ を 新 た に 形 成 し 、 あ る い は 第 ２ 通 信 エ リ ア  
Ｅ Ｂ Ｂ と 他 端 入 口 Ｔ Ｂ と の 間 に 第 ３ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｃ Ｃ を 形 成 す る と と も に 、 第 １ 通 信 エ リ  
ア Ｅ Ａ Ａ と 第 ２ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ と の 間 に ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ １ を 形 成 し 、 第 ２ 通  
信 エ リ ア Ｅ Ｂ Ｂ と 第 ３ 通 信 エ リ ア Ｅ Ｃ Ｃ と の 間 に ハ ン ド オ ー バ エ リ ア Ｅ Ｈ ０ ２ を 形 成 す る  
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 第 ２ 基 地 局 装 置 Ｂ 、 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ 、 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ  
群 を 複 数 設 け る 場 合 に は 、 隣 接 す る 第 ２ ア ン テ ナ 群 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア 同 士  
を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 例 え ば 、 第 ２ 基 地 局 装 置 Ｂ 、 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ 、 第 ２ 信 号 処 理 装 置 ２ ０ 及 び 第 ２ ア ン テ  
ナ 群 が 、 第 ２ ＿ １ 基 地 局 装 置 、 第 ２ ＿ １ 親 局 装 置 、 第 ２ ＿ １ 信 号 処 理 装 置 及 び 第 ２ ＿ １ ア  
ン テ ナ 群 と 、 第 ２ ＿ ２ 基 地 局 装 置 、 第 ２ ＿ ２ 親 局 装 置 、 第 ２ ＿ ２ 信 号 処 理 装 置 及 び 第 ２ ＿  
２ ア ン テ ナ 群 と 、 第 ２ ＿ ３ 基 地 局 装 置 、 第 ２ ＿ ３ 親 局 装 置 、 第 ２ ＿ ３ 信 号 処 理 装 置 及 び 第  
２ ＿ ３ ア ン テ ナ 群 と の ３ つ で 構 成 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の よ う な 構 成 の 場 合 、  
第 １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と 、 第 ２ ＿ １ ア ン テ ナ 群  
を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形  
成 し 、 第 ２ ＿ １ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ と は 異 な る ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信  
エ リ ア と 、 第 ２ ＿ ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複  
さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 し 、 第 ２ ＿ ２ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ と は  
異 な る ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と 、 第 ２ ＿ ３ ア ン テ ナ 群 を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ  
が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形 成 し 、 第 ２ ＿ ３ ア ン テ ナ 群  
を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ と は 異 な る ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と 、 第 ３ ア ン テ ナ 群  
を 構 成 す る 一 部 の ア ン テ ナ が 形 成 す る 通 信 エ リ ア と を 重 複 さ せ て ハ ン ド オ ー バ エ リ ア を 形  
成 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 図 ７ で は 、 第 ２ 基 地 局 装 置 Ｂ と 第 ２ 親 局 装 置 Ｂ １ と が ト ン ネ ル Ｔ 外 に 配 置 さ れ て  
い る が 、 ト ン ネ ル Ｔ 内 に 配 置 す る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 者 ら に よ っ て な さ れ た 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 及 び 変 形 例 に つ い て 説 明  
し た が 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 本 発 明 の 開 示 の 一 部 を な す 記 述 及 び 図 面 に よ り 本 発 明 は 限 定  
さ れ る こ と は な い 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 当 業 者 等 に よ り な さ れ る 他 の 実 施  
の 形 態 、 実 施 例 、 及 び 運 用 技 術 等 は 全 て 本 発 明 の 範 疇 に 含 ま れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ ０ ， １ ０ ´ ， １ ０ ´ ´   第 １ 信 号 処 理 装 置
　 １ １   第 １ 合 分 配 器
　 １ １ ａ ， １ １ ｂ   第 ３ 合 分 配 器
　 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ   第 ４ 合 分 配 器
　 ２ ０ ， ２ ０ ´ ， ２ ０ ´ ´   第 ２ 信 号 処 理 装 置
　 ２ １   第 ２ 合 分 配 器
　 ３ ０   第 ３ 信 号 処 理 装 置
　 ３ １ ～ ３ ４ ， ３ ３ ´ ， ４ ３ ´ ， ４ １ ～ ４ ４ ， １ ０ １ ～ １ ０ ３   ア ン テ ナ
　 ５ ０   親 局 第 １ 変 換 部
　 ５ １ ， ６ ２   Ｅ ／ Ｏ 変 換 部
　 ５ ２ ， ６ １   Ｏ ／ Ｅ 変 換 部
　 ６ ０   第 １ 変 換 部
　 ６ ３   増 幅 器
　 ７ １ ， ７ ２   共 用 合 分 配 器
　 ８ １ ～ ８ ４   減 衰 器
　 ９ １   第 ３ 合 分 配 器
　 Ａ   第 １ 基 地 局 装 置
　 Ｂ   第 ２ 基 地 局 装 置
　 Ｃ   第 ３ 基 地 局 装 置
　 Ａ １   第 １ 親 局 装 置
　 Ａ ２ ， Ｂ ２ ， Ｃ ２   子 局 装 置
　 Ｂ １   第 ２ 親 局 装 置
　 Ｃ １   第 ３ 親 局 装 置
　 Ｄ   移 動 体
　 Ｄ １   移 動 端 末 装 置
　 Ｅ Ａ Ａ   第 １ 通 信 エ リ ア
　 Ｅ Ｂ Ｂ   第 ２ 通 信 エ リ ア
　 Ｅ Ｃ Ｃ   第 ３ 通 信 エ リ ア
　 Ｅ Ｈ ， Ｅ Ｈ ０ ， Ｅ Ｈ １ ， Ｅ Ｈ ２ ， Ｅ Ｈ ０ １ ， Ｅ Ｈ ０ ２   ハ ン ド オ ー バ エ リ ア
　 Ｅ Ｎ   電 波 不 感 地 帯
　 Ｌ １ １ ～ Ｌ １ ４ ， Ｌ ２ １ ～ Ｌ ２ ４ ， Ｌ ９ １ ～ Ｌ ９ ３   ケ ー ブ ル
　 Ｌ Ａ １ ， Ｌ Ｂ １ ， Ｌ Ｃ １   光 フ ァ イ バ
　 Ｔ   ト ン ネ ル
　 Ｔ Ａ   一 端 入 口
　 Ｔ Ｂ   他 端 入 口
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】



10

JP 7295659 B2 2023.6.21(15)

フロントページの続き

東京都千代田区丸の内二丁目２番３号  古河電気工業株式会社内
(72)発明者　 三木  健一

東京都千代田区丸の内二丁目２番３号  古河電気工業株式会社内
審査官　 齋藤  浩兵

(56)参考文献 特開２０００－３３２６７５（ＪＰ，Ａ）
特表平０７－５０７１８９（ＪＰ，Ａ）
特開平１１－２３４２００（ＪＰ，Ａ）
特開２００１－１１２０５６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－１９５５２９（ＪＰ，Ａ）
特開平０４－１２７７２６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１８－１７４４６０（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－０９２７０９（ＪＰ，Ａ）
特開平１０－０２２９０７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０４Ｗ      ４／００－９９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

